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絆で創る、魅力あふれる豊かな町づくり｜みんなで早寝、早起き、ラジオ体操、朝ごはん！

せとうち
広報

まちの人口と世帯｜住民基本台帳 平成 29 年 12 月末

人口
9,009 人（ 前月 -7）　

人口（男）
4,358 人（ 前月比 +2）

人口（女）
4,651 人（前月比 -9）　

世帯数
5,214 戸（ 前月 -5）　

月号２平成 30年

平成 30 年瀬戸内町成人式

鹿児島県大島郡瀬戸内町 今月のイベント｜まちづくりフェスティバル２月４日（日）午前10時～海の駅

今月の表紙｜平成 30 年 1 月 4 日（木）に清水公園総合体育館で開催された瀬戸内町成人式の新成人代表で所感発表を行った実大尊さんと緑真里奈さん
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平成 30年
瀬戸内町成人式

ハ タ チ の
抱 負

1 月 4 日木曜日清水総合体育館で開催されました。
今年は男性 35 人、女性 36 人の計 71 人が成人を迎えました。

作業療法士になります！

全力で人生
を頑張る

社会に貢献で

きる人になる
いつまでも若々しく

上原僚介さん

昇龍成さん
弓削英作さん

峯田雅さん

新
成
人
に
聞
き
ま
し
た
。

20
歳
の
抱
負
は
？
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ステキな介護

福祉士になる 優しい看護師になって

患者さんを笑顔にする
ステキな
接客員になる自分のやりたい

ことをやりまくる
介護福祉士になれる

ように学業を頑張る

白戸ゆうなさん

津留亜香音さん

鈴木杏樹さん
龍元涼香さん

時田幸乃さん

ハ タ チ の
抱 負

会場では、久しぶりの旧友との再会に笑顔があふれていました。厳かな雰囲気の中で行われた式典では、式辞や青年団体験発
表に静かに耳を傾けていました。第２部では、成人式実行委員会が作成した「20 年の歩み」の映像が流されると、あちこちか
ら歓声があがっていました。また、歌声サークル篠川による歌が披露されました。新成人の皆さん、誠におめでとうございます。
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外
来
種
っ
て
な
に
？

■お問合わせ先　図書館・郷土館（世界自然遺産せとうち町推進室）☎ 0997 － 72－ 3799
　　　　　　　　奄美野生生物保護センター☎ 0997 － 55－ 8620

外
来
生
物
（
外
来
種
）
と
は
、
本
来
奄
美
に
存
在
し
て
い
な
か
っ
た
生

物
が
人
間
の
活
動
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
も
の
を
指
し
ま
す
。

今
回
は
、
外
来
植
物
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

平
成
30
年
度
　
瀬
戸
内
町
物

品
等
に
係
る
指
名
競
争
入
札

参
加
資
格
審
査
申
請

　

瀬
戸
内
町
が
発
注
す
る
物
品
の
購

入
等
に
係
る
競
争
入
札
に
参
加
す
る

た
め
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
請
し
入

札
参
加
資
格
を
取
得
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。（
法
人
・
個
人
を
問
い
ま

せ
ん
）
入
札
参
加
資
格
の
審
査
を
受

け
よ
う
と
す
る
方
は
、
左
記
の
方
法

で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

■
受
付
期
間　

平
成
30
年
２
月
１
日

（
木
）
～
随
時
受
付

■
受
付
時
間　

午
前
８
時
30
分
～
午

後
５
時
15
分
（
午
後
０
時
～
午
後
１

時
は
除
く
）

■
受
付
場
所　

財
産
管
理
課
管
財
係

■
申
請
方
法　

役
場
Ｈ
Ｐ
か
ら
申
請

様
式
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
ま
た
は
財
産

管
理
課
管
財
係
で
申
請
様
式
を
受
取

る※
平
成
30
年
度
受
付
分
よ
り
申
請
種

目
の
変
更
が
あ
り
ま
す
。　

■
資
格
登
録
期
間　

【
町
内
】
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

（
平
成
30
年
度
）

【
町
外
】
平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で

（
平
成
29
・
30
年
度
）

２
月
の
お
知
ら
せ
と
情
報

お問合わせ先に直
通番号を記載して
います。
役場のお問合わせ
先はこちらです。
■瀬戸内町役場
☎７２ー１１１１
※なお、平日の
17 時 15 分以降や
休日は宿直室につ
ながります。

■お問合わせ先　財産管理課　管財係☎ 0997 － 72 － 1196

■お問合わせ先　 地域おこし協力隊　泰山☎ 080 － 8367 － 5976
「
新
鮮
野
菜
は
る
市
」
開
催
し
ま
す
！

直
売
所
イ
ベ
ン
ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』

開
催
出
店
者
も
募
集
し
て
い
ま
す

　

奄
美
大
島
Ｃ
Ｓ
Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
ゆ

い
わ
～
く
」
の
一
環
で
、
直
売
所
イ
ベ
ン

ト
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
を
開
催
し
て
い

ま
す
。

　

こ
の
取
組
み
を
通
じ
て
、
地
元
の
生
産

者
と
地
元
の
消
費
者
が
直
接
関
わ
り
あ
う

場
を
作
り
、
住
民
の
絆
づ
く
り
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
『
新
鮮
野
菜
は
る
市
』
で
は
、
新
鮮
な

地
元
の
作
物
は
も
ち
ろ
ん
、
加
工
品
や
、

雑
貨
類
も
販
売
し
て
い
ま
す
。

■
日
程 　

平
成
30
年
２
月
４
日
（
日
）

■
時
間 　

午
前
10
時
～
午
後
４
時
30
分

 

※
完
売
次
第
、
イ
ベ
ン
ト
終
了

■
開
催
場
所
　
海
の
駅

■
出
店
予
定
　
畑
農
園
、
叶
農
産
、
上
原

つ
き
あ
げ
店
、
な
の
は
な
園
、
菜
菜
果
園
、

赤
し
ょ
う
び
ん
、
コ
ニ
ヤ
フ
リ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
、
な
が
む
ら
農
園
、
ふ
や
よ
み
等

■
備
考
　
天
候
に
よ
り
、
中
止
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

アメリカハマグルマ
（緊急対策外来種）

ツルヒヨドリ
（特定外来生物）

　多年草でつる状の植物で

す。在来のハマグルマとの交

雑が心配されるほか、繁茂す

ると在来植物を被覆し、生育

できなくなるなどの影響が

あります。

　黄色のきれいな花をつけ

るため、観賞用の「お花」と

認識されやすく、意図的に刈

り残され、さらに繁殖を続け

ることになってしまいます。

　南北アメリカの熱帯地域

を原産地とするつる性の植

物です。11 月～ 12 月にか

けて小さな白い花が集まっ

て咲く集合花をつけます。

　英語で「Ｍｉｌｅ - ａ - ｍ

ｉｎｕｔｅ　ｗｅｅｄ」（１

分で１マイル広がる雑草）の

異名を持ち、つるでからみ

つきながら猛烈な勢いで拡

がっていきます。

1. 入れない

外来生物をむやみに島や集

落に入れない。（持ち込まな

い）

2. 捨てない

飼っている動植物を野外に

捨てない。

3. 広げない

野外にすでにいる外来生物

は他地域に広げない。

外来種
被害予防三原則

※根茎を残すと容易

に再生してしまうた

め、可能な限り根っ

こ か ら 抜 き 取 り ま

しょう。



☑News ＆ Infomation｜February

5　　広報せとうち　February 2018

瀬
戸
内
町
小
規
模
小
学
校
入
学

（
転
学
）
特
別
認
可
制
度
の
募
集

■
制
度
の
趣
旨
と
目
的

　

小
規
模
校
の
特
性
の
中
で
教
育
を
受
け
さ

せ
た
い
と
い
う
保
護
者
・
児
童
に
、
特
別
に

入
学
・
転
学
を
認
め
、
小
規
模
校
の
存
続
及

び
過
疎
地
域
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る
制

度
で
す
。

■
入
学
（
転
学
）
で
き
る
学
校

篠
川
小
学
校
・
薩
川
小
学
校
・
西
阿
室
小
学

校
・
諸
鈍
小
学
校
・
伊
子
茂
小
学
校
・
秋
徳

小
学
校
・
油
井
小
学
校
・
嘉
鉄
小
学
校

■
入
学
（
転
学
）
の
条
件

①
古
仁
屋
小
学
校
・
阿
木
名
小
学
校
に
在
籍

（
入
学
予
定
）
す
る
児
童
で
、
入
学
（
転
学
）

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
級
数
が
減
に
な
ら
な

い
こ
と

②
１
年
以
上
通
年
通
学
す
る
児
童

③
原
則
と
し
て
自
力
通
学
（
片
道
１
時
間
以

内
・
路
線
バ
ス
通
学
を
含
む
）
で
き
る
児
童
。

④
入
学
（
転
学
）
を
許
可
し
た
後
、
申
込
み

の
事
実
と
異
な
り
、
ま
た
は
趣
旨
・
目
的
に

合
わ
な
い
事
実
が
生
じ
、
支
障
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
と
き
は
、
入
学
を
取
り
消
す
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

■
募
集
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
～
平
成
30
年

２
月
23
日
（
金
）

■お問合わせ先　教育委員会総務課　学校教育係☎０９９７－７２－０１１３

■お問合わせ先　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122

■お問合わせ先　農林課　営農畜産係☎ 0997 － 72 － 1174

歯
周
疾
患
無
料
検
診
を
実
施
し

て
い
ま
す

平
成
30
年
度
瀬
戸
内
町
営
農
支
援
セ
ン
タ
ー

研
修
生
を
募
集
し
ま
す

　

今
年
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70
歳

に
な
る
節
目
の
方
（
昭
和
52
年
生
・

42
年
生
・
32
年
生
・
22
年
生
）
を
対

象
に
ハ
ガ
キ
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

■
期
間
　
平
成
30
年
２
月
28
日
ま

で■
場
所　

町
内
歯
科
医
院
（
登
山
歯

科
・
ア
歯
科
・
ま
ち
だ
歯
科
・
せ
き

歯
科
）

■
金
額　

無
料
（
受
診
の
際
は
、
は

が
き
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く
だ
さ

い
）

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
生
活
習
慣
病

と
い
わ
れ
て
お
り
、
自
覚
症
状
が
な

い
た
め
気
づ
か
ず
に
進
行
し
て
し
ま

い
ま
す
。

　

口
の
中
が
不
健
康
だ
と
、
動
脈
硬

化
や
糖
尿
病
な
ど
の
全
身
の
病
気
の

リ
ス
ク
を
高
め
ま
す
。

　

今
月
末
ま
で
の
こ
の
機
会
を
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

農
業
経
営
を
目
指
す
人
材
（
担

い
手
）
を
募
集
し
ま
す

　

本
町
に
お
い
て
農
業
経
営
を

希
望
す
る
者
に
対
し
て
、
農
業

の
基
礎
知
識
・
経
営
方
法
、
技

術
に
関
す
る
実
地
研
修
を
行
い

な
が
ら
、
農
業
で
自
立
を
目
指

す
人
材
を
育
成
・
支
援
し
、
本

町
の
農
業
振
興
の
一
助
に
な
る

こ
と
を
目
的
と
す
る
。

■
募
集
人
員

　

若
干
名

■
研
修
期
間

　

平
成
30
年
７
月
か
ら
１
年
間

■
研
修
品
目

　

重
点
振
興
品
目
（
パ
ッ
シ
ョ

ン
フ
ル
ー
ツ
・
タ
ン
カ
ン
・
カ

ボ
チ
ャ
等
）

■
研
修
資
格

①
農
業
を
職
業
と
し
て
選
択

し
、
か
つ
研
修
品
目
を
希
望
す

る
も
の
で
、
自
主
的
努
力
を
基

本
に
自
立
経
営
農
家
を
目
指
し

た
就
農
意
欲
が
高
い
と
認
め
ら

れ
る
者

②
本
町
に
住
所
を
有
し
、
研
修

後
も
本
町
に
お
い
て
農
業
に
従

事
で
き
る
普
通
自
動
車
運
転
免

許
を
有
す
る
者

③
地
域
社
会
と
融
和
し
、
中
核

的
な
担
い
手
と
し
て
地
域
の
発

展
に
寄
与
で
き
る
者

④
概
ね
18
歳
か
ら
60
歳
以
下
の

健
康
な
者
で
新
規
就
農
を
志
す

者⑤
自
己
資
金
等
の
条
件
が
整
っ

て
お
り
、
農
地
の
確
保
が
見
込

ま
れ
る
者

■
研
修
内
容

①
農
業
基
礎
講
座
に
よ
る
栽
培

理
論
、
農
業
経
営
等
の
研
修

②
本
町
の
重
点
振
興
品
目
の
栽

培
技
術
研
修
及
び
研
修
施
設
を

活
用
し
た
実
践
研
修

③
そ
の
他
就
農
に
向
け
た
各
種

研
修
会
の
実
施

■
募
集
期
間

平
成
30
年
４
月
27
日
（
金
）
ま

で■
そ
の
他

　

研
修
申
込
書
等
に
つ
い
て
は

農
林
課
に
て
配
布
し
ま
す
。
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■お問合わせ先　名瀬保健所☎ 0997 － 52－ 5411 飼
い
猫
は
ル
ー
ル
を
守
っ
て
飼
い
ま
し
ょ
う

２
月
は
「
猫
の
適
正
飼
養
推
進
月
間
」
で
す

　

県
内
で
は
、
昨
年
度

１
９
０
２
匹
の
猫
が
保
健
所
に

引
き
取
ら
れ
て
い
ま
す
。「
飼

え
な
く
な
っ
た
」
と
い
う
理
由

で
、
引
き
取
り
を
依
頼
す
る
前

に
、
飼
い
主
と
し
て
の
責
任
を

果
た
し
ま
し
ょ
う
。

■
室
内
で
飼
う

　

交
通
事
故
、
猫
同
士
の
け
ん

か
、
感
染
症
な
ど
か
ら
猫
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

　

排
泄
物
の
処
理
や
鳴
き
声
に

よ
る
騒
音
防
止
、
ゴ
ミ
を
荒
ら

し
た
あ
と
の
後
始
末
な
ど
、
周

囲
の
人
へ
配
慮
す
る
こ
と
も
飼

い
主
の
責
務
で
す
。

　

ま
た
、
飼
い
猫
の
放
し
飼
い

に
よ
る
野
生
生
物
へ
の
被
害
防

止
に
な
り
ま
す
。

■
繁
殖
の
制
限

　

猫
は
繁
殖
力
が
旺
盛
な
動
物

で
す
。
１
匹
の
メ
ス
猫
か
ら
子

猫
が
生
ま
れ
、
１
年
後
に
は
合

計
20
匹
以
上
に
増
え
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
責
任
を
持
っ
て
世

　

瀬
戸
内
町
立
図
書
館
・

郷
土
館
か
ら
特
別
資
料
整

理
に
伴
う
休
館
の
お
知
ら

せ
で
す
。

　

年
に
１
回
、
蔵
書
を
点

検
す
る
こ
と
に
よ
り
、
不

明
図
書
・
修
理
図
書
等
の

確
認
、
書
架
の
見
直
し
を

行
い
、
利
用
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
を
図
る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
は
、
移
動
図
書

館
も
休
み
ま
す
。
相
互
貸

借
や
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
等
の

業
務
も
行
い
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

■
特
別
資
料
整
理
休
館

平
成
30
年
２
月
５
日（
月
）

か
ら
平
成
30
年
２
月
16
日

（
金
）
ま
で

■
そ
の
他

　

休
館
中
の
返
却
は
、
図

書
館
の
玄
関
横
、
役
場
１

階
ロ
ビ
ー
、
海
の
駅
の
返

却
ポ
ス
ト
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
海
上
輸
送
料
金
の
軽
減
の

お
知
ら
せ
で
す

町
立
図
書
館
・
郷
土
館

休
館
の
お
知
ら
せ
で
す

■お問合わせ先　町民生活課　生活環境係☎ 0997 － 72 － 1060

■お問合わせ先　瀬戸内町立図書館・郷土館☎ 0997 － 72 － 3799

話
が
で
き
る
頭
数
な
の
か
を
よ

く
考
え
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
不

妊
・
去
勢
手
術
は
、
病
気
の
予

防
や
ス
ト
レ
ス
の
軽
減
、
マ
ー

キ
ン
グ
行
為
の
減
少
に
も
な
り

ま
す
。

■
所
有
者
の
明
示

　

飼
い
猫
だ
と
分
か
る
よ
う

に
、
し
っ
か
り
と
所
有
者
を
明

示
し
ま
し
ょ
う
。

　

室
内
飼
い
で
あ
っ
て
も
、
開

い
た
ド
ア
か
ら
の
脱
走
や
突
然

の
災
害
で
行
方
不
明
に
な
っ
て

も
首
輪
に
鑑
札
や
飼
い
主
の
連

絡
先
、
猫
に
マ
イ
ク
ロ
チ
ッ
プ

を
装
着
し
て
い
れ
ば
飼
い
主
の

元
に
戻
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

必
ず
お
住
ま
い
の
市
町
村
で
飼

い
猫
の
登
録
を
行
い
ま
し
ょ

う
。

■
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
の
海

上
輸
送
料
金
が
軽
減

下
記
表
１
の
と
お
り
、
家

電
リ
サ
イ
ク
ル
の
「
収
集

運
搬
料
金
」
の
う
ち
古
仁

屋
港
か
ら
鹿
児
島
本
港
ま

で
の
海
上
輸
送
料
金
が

（
一
財
）
家
電
製
品
協
会

の
離
島
対
策
事
業
に
よ
り

軽
減
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
引
取
義
務
外
品
の

家
電
４
品
目
の
場
合

①
購
入
し
た
小
売
店
が
分

か
ら
な
い
場
合

②
購
入
し
た
小
売
店
が
無

く
な
っ
て
い
る
場
合

③
島
外
で
購
入
し
た
た

め
、
引
き
取
り
を
依
頼
す

る
こ
と
が
難
し
い
な
ど

　

こ
の
よ
う
な
引
取
義
務

外
品
の
場
合
で
も
、
下
記

表
２
の
協
力
店
へ
引
き
取

り
を
依
頼
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

■家電リサイクル法とは？
　家電をリサイクルし、廃棄物の減量及び資源の有効利用を推進するた
めの法律。（平成 13 年 4 月 1 日施行）　「エアコン」、「テレビ」、「冷蔵庫・
冷凍庫」、「洗濯機・乾燥機」の家電製品をリサイクルすることが義務付
けられました。

店名 電話番号

ホンダ電機商会 72‐1217

㈲ニシナ電器 72‐0774

キヨハラ無線 72‐0592

㈲武原電気工事社 72‐0617

高田電気㈱ 72‐0577

㈲喜島電気設備 72‐0738

■表 2 協力店一覧
家電品目 エアコン テレビ 冷蔵庫・冷凍庫 洗濯機・乾燥機

軽減額 1,150 円 540 円 1,230 円 1,150 円

■表1軽減額　期間：H30.1月～H30.12月
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休日当番医のお知らせ
休日・祝日の診療は、町内の医療機関が当番制で行っています

奄美大島南部医療介護連携協議会

日付 当番医 診療時間

２月３日（土） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 通常診療 午後

２月４日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

２月 10 日（土） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

２月 11 日（日）

建国記念日
へき地診療所
72‐3211 午前 午後

２月 12 日（月）

振替休日
へき地診療所
72‐3211 午前 午後

２月 17 日（土） へき地診療所
72‐3211 午前 午後

２月 18 日（日） 瀬戸内徳洲会病院
73‐1111 午前 午後

２月 24 日（土） 南大島診療所
72‐0107 通常診療 午後

２月 25 日（日） 南大島診療所
72‐0107 午前 午後

■診察時間
午前：午前９時から正午まで

午後：午後２時から午後５時まで

※「通常診療」の時間は、各医療機関で
異なりますので、お問合わせください。
※休日当番医は、変更になる場合があり
ますので、事前に各医療機関にお問い合
わせください。

■夜間の診察は、かかりつけ医に事前に、
電話にてご相談ください。
■日頃から何でも相談できる「かかりつけ
医」を持ち、早めの受診を心がけましょう。
■救急車については、救急隊が搬送先を
選定します。

平成 30 年２月休日当番医予定表

■お問合わせ先　町民生活課　国民年金係☎ 0997 － 72－ 1060 国
民
年
金
の
お
知
ら
せ
で
す

　

昨
年
11
月
の
広
報
誌
で
は
、
免
除
期

間
や
納
付
猶
予
期
間
が
あ
る
方
が
、
10

年
以
内
で
あ
れ
ば
遡
っ
て
納
め
る
こ
と

の
で
き
る
「
追
納
制
度
」
に
つ
い
て
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、

　

今
回
は
、
未
納
期
間
の
あ
る
方
も
、

平
成
27
年
10
月
か
ら
平
成
30
年
９
月
ま

で
の
３
年
間
に
限
り
実
施
さ
れ
て
い
る

「
後
納
制
度
」
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

　

過
去
５
年
以
内
の
納
め
忘
れ
た
国
民

年
金
保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
で
将
来

の
年
金
額
を
増
や
す
こ
と
が
で
き
る

「
後
納
制
度
」
が
期
間
限
定
で
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
後
納
制
度
」
を
利
用
す
る
こ
と
で

年
金
額
を
増
や
す
こ
と
や
、
年
金
の
受

給
が
出
来
な
か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を

得
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

従
来
、
老
齢
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
保
険
料
納
付
済
期
間
と
保
険
料

免
除
期
間
な
ど
を
合
算
し
た
資
格
期
間

が
原
則
と
し
て
25
年
以
上
必
要
で
し
た

　
国
民
年
金
保
険
料
の
「
後
納
制
度
」
に
つ
い
て

が
、
平
成
29
年
８
月
か
ら
は
、
資
格

期
間
が
10
年
以
上
あ
れ
ば
老
齢
年
金

を
受
け
取
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
後
納
制
度
を
利
用
し

不
足
し
て
い
る
保
険
料
を
納
め
る
こ

と
に
よ
り
、
年
金
の
受
給
が
で
き
な

か
っ
た
方
が
受
給
資
格
を
得
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
老
齢
基
礎
年
金

を
受
給
し
て
い
る
方
な
ど
は
、
後
納

制
度
は
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

　

後
納
制
度
を
利
用
す
る
に
は
、
申

し
込
み
が
必
要
で
す
。

詳
し
く
は
、

「
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
」

☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
０
０
４

　

ま
た
は
、
奄
美
大
島
年
金
事
務
所

へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎
０
９
９
７
―
５
２
―
４
３
４
１

（
音
声
案
内
１
―
２
）
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通信

問い合わせ先：加計呂麻島のいっちゃむん市場 75-0290
　　　　　　　瀬戸内町役場農林課農政係　　 72-1174
　　　　　　　地域おこし協力隊 小林  080-2707-8602

たんかん の季節がやってきました！ここいっちゃむん市場でも美味しい
たんかん が入荷予定ですので、ぜひ加計呂麻島産の たんかん をご賞味ください！！

［加計呂麻島のいっちゃむん市場］で検索
最新情報は Facebook をチェック！

いっちゃむん市場では野菜を出荷してくださる生産者さんを随時募集しております。
詳しくはお店までご連絡ください♪

１．しいたけ
２．ズッキーニ
３．コウシャ、ポンカン

いっちゃむん市場の１２月の農産物の売れ筋は、冬野菜が徐々に出始める中、ズッキーニが大健闘！
やはり時期をずらしても栽培できる所が大きいですね！また、コウシャは山芋のように粘り気のあ
る芋でとろろや、天ぷらにすると美味！見かけた方は是非、お手にとってみてはいかかでしょう！

１．マンゴー
２．たんかん
３．パッションフルーツ
４．ミニトマト
５．バナナ

この結果を見て分かる通り、瀬戸内町が重点栽培している果樹がトップ３に入っています！
加計呂麻島で作られるマンゴー、たんかん、パッションフルーツは他と比べて味が違うかも知れま
せんよ！いっちゃむん市場で見かけた際には是非、食べ比べてください！バナナもいろんな種類
のバナナが売られているので是非チェックしてください！

■
ぴ
あ
リ
ン
ク
奄
美
（
基
幹
相
談
支
援
セ

ン
タ
ー
）
の
役
割

　

奄
美
市
、
大
和
村
、
龍
郷
町
、
宇
検

村
、
瀬
戸
内
町
の
５
市
町
村
か
ら
事
業
を

受
託
し
、
総
合
的
な
障
害
福
祉
相
談
窓
口

の
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
目
的
に
各
専
門

分
野
の
相
談
支
援
専
門
員
を
配
置
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
障
害
者
虐
待
に
関
す
る
窓

口
や
障
害
者
差
別
解
消
に
む
け
た
取
り
組

み
、
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
運
営
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。
気
に
な
る
こ
と
は
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
奄
美
地
区
障
害
者
差
別
解
消
支
援
地
域

協
議
会
を
設
置
し
ま
し
た

　

地
域
に
お
い
て
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
に
関
す
る
相
談
や
紛
争
の
防
止
・
解
消

を
推
進
す
る
た
め
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構

築
す
る
観
点
か
ら
、
平
成
29
年
度
か
ら
地

域
協
議
会
を
発
足
さ
せ
、
障
害
の
有
無
に

関
係
な
く
生
活
し
や
す
い
地
域
作
り
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
窓
口
の
ご
案
内

①
開
所
日
時

月
曜
日
か
ら
金
曜
日　

午
前
10
時
～
午
後

５
時
（
祝
日
を
除
く
）

障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
窓
口
の
お
知
ら
せ
で
す

■お問合わせ先　保健福祉課☎ 0997 － 72 － 1068

②
費
用　

無
料

③
相
談
方
法　

電
話
、
来
所
、
訪
問
に
よ

る
相
談

④
利
用
で
き
る
方　

障
が
い
の
あ
る
ご
本

人
、
ご
家
族
、
関
係
者
な
ど

■
障
害
福
祉
に
関
す
る
相
談
の
お
問
い
合

わ
せ
先

ぴ
あ
リ
ン
ク
奄
美
（
基
幹
相
談
支
援
セ
ン

タ
ー
）
奄
美
市
名
瀬
幸
町
15
番
３
号

電
話 
：
０
９
９
７
‐
６
９
‐
４
０
６
１

Ｆ
ａ
ｘ 
：
０
９
９
７
‐
６
９
‐
４
０
６
２

E-M
ail 
： am

am
ithikukikan@

ark.ocn.
ne.jp

※
障
害
者
と
は
、身
体
、知
的
、精
神
（
発

達
）
の
障
害
が
あ
る
方

※
障
害
者
手
帳
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。

　

相
談
に
よ
り
得
た
個
人
情
報
等
は
、

し
っ
か
り
と
管
理
し
、
守
秘
義
務
を
厳
守

し
ま
す
。

　

障
害
の
有
無
に
関
係
な
く
誰
も
が
暮
ら

し
や
す
い
瀬
戸
内
町
に
す
る
た
め
に
ひ
と

り
ひ
と
り
の
小
さ
な
心
づ
か
い
を
大
き
な

輪
に
つ
な
げ
ま
し
ょ
う
。
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■
里
親
と
は

  

様
々
な
事
情
に
よ
り
家

族
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き

な
い
子
ど
も
を
、
家
族
の

一
員
と
し
て
自
ら
の
家
庭

に
迎
え
、
あ
た
た
か
い
雰

囲
気
の
中
で
、
愛
情
と
真

心
を
込
め
て
養
育
し
て
く

だ
さ
る
方
の
こ
と
で
す
。

　

養
育
を
お
願
い
す
る
子

ど
も
の
年
齢
は
０
歳
か
ら

18
歳
ま
で
、
養
育
期
間
は

数
か
月
か
ら
数
年
と
様
々

で
す
。

■
鹿
児
島
県
の
現
状

　

現
在
、
県
内
に
は
様
々

な
事
情
に
よ
り
家
族
と
暮

ら
せ
な
い
子
ど
も
が
約 

８
２
０
名
い
ま
す
。
そ
の

う
ち
約
１
０
０
名
が
里

親
な
ど
の
家
庭
で
、
約 

７
２
０
名
が
児
童
養
護
施

設
や
乳
児
院
な
ど
で
生
活

し
て
い
ま
す
。

　

で
き
る
限
り
家
庭
的
な

■
応
募
資
格

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
個

人
ま
た
は
団
体

②
万
一
の
事
故
発
生
時
に
お
い

て
、
損
害
賠
償
を
確
実
に
担
保
で

き
る
者

③
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
者
（
同

一
世
帯
含
む
）

■
募
集
内
容

①
業
務
委
託
内
容　

瀬
戸
内
町
営

定
期
船
船
舶
待
合
所
の
乗
船
券
販

売
及
び
待
合
所
管
理
業
務
、
そ
の

他
船
舶
事
業
に
関
す
る
業
務
。

②
業
務
委
託
期
間　

平
成
30
年
４

月
１
日
～
平
成
31
年
３
月
31
日

（
１
年
間
）

③
業
務
の
場
所
及
び
時
間

▽
瀬
相
待
合
所
（
加
計
呂
麻
島
）

午
前
７
時
～
午
後
６
時
30
分

▽
生
間
待
合
所
（
加
計
呂
麻
島
）

午
前
８
時
～
午
後
５
時

▽
古
仁
屋
待
合
所
（
奄
美
大
島
）

午
前
６
時
30
分
～
午
後
６
時
30
分

（
シ
フ
ト
制
）

あ
な
た
も
里
親
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

里
親
募
集
説
明
会
の
ご
案
内
で
す

瀬
戸
内
町
船
舶
交
通
事
業
業
務
等
委
託
を
募
集
し
ま
す

■お問合わせ先　保健福祉課☎ 0997―72 － 1068　県大島児童相談所☎ 0997 － 53 － 6070
　　　　　　　　児童養護施設 白百合の寮 里親支援専門相談員☎ 0997 － 52 － 1108

■お問合わせ先　商工観光課　船舶交通係☎ 0997―72 － 4560

養
育
環
境
の
中
で
、
特
定

の
大
人
と
の
継
続
的
で
安

定
し
た
愛
着
関
係
の
も

と
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
さ
さ
え
て
い
く
た

め
に
、
た
く
さ
ん
の
里
親

を
必
要
と
し
て
い
ま
す
。

■
里
親
募
集
説
明
会

  

里
親
制
度
の
紹
介
と
里

親
募
集
の
た
め
の
説
明
会

が
開
催
さ
れ
ま
す
。
事
前

の
申
し
込
み
は
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
お
気
軽
に
お
越

し
く
だ
さ
い
。

▽
日
時　

平
成
30
年
２
月

２
日
（
金
）
午
後
６
時
～

午
後
８
時

▽
場
所　

瀬
戸
内
町
役
場

４
階
会
議
室

①
映
像 

に
よ
る
紹
介

②
概
要
説
明

③
個
別
相
談
（
希
望
者
）

④
年
間
委
託
料

▽
瀬
相
待
合
所	

１
８
６
万
円	

15
万
５
千
円/

月
支
払
い

▽
生
間
待
合
所	

１
６
８
万
円	

14
万
円/

月
支
払
い

▽
古
仁
屋
待
合
所　

時
給
８
百
円

（
月
15
日
～
16
日
勤
務
）

■
応
募
期
間　

平
成
30
年
２
月
１

日
（
木
）
～
平
成
30
年
２
月
15
日

（
木
）
ま
で

■
応
募
方
法

①
所
定
の
募
集
申
込
書
に
よ
り
持

参
又
は
郵
送
（
※
２
月
15
日　

消

印
有
効
）

②
必
要
添
付
書
類
：
住
民
票
・
所

得
額
証
明
書
・
納
税
証
明
書

各
１
通
（
個
人
又
は
代
表
者
）

※
詳
細
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ

せ
や
応
募
申
込
書
及
び
業
務
等
委

託
仕
様
に
つ
い
て
は
、
商
工
観
光

課
船
舶
交
通
係
へ
お
願
い
し
ま

す
。

■
応
募
先　

海
の
駅
２
階
商
工
観

光
課
船
舶
交
通
係
☎
０
９
９
７
‐

７
２
‐
４
５
６
０

■お問合わせ先　  瀬戸内町母子生活支援施設高丘寮☎ 0997 － 72 － 0228 瀬
戸
内
町
母
子
生

活
支
援
施
設
高
丘

寮
を
廃
止
し
ま
す

　

高
丘
寮
は
、
昭
和

33
年
４
月
か
ら
現
在

に
至
る
ま
で
、
長
年

（
59
年
）
に
渡
っ
て

施
設
の
目
的
を
果
た

し
て
き
ま
し
た
。

　

施
設
の
老
朽
化
に

加
え
、
共
同
生
活
を

望
ま
な
い
な
ど
の
理

由
に
よ
り
、
入
所
者

が
減
少
し
て
お
り
、

今
後
も
入
所
が
見
込

め
な
い
こ
と
か
ら
、

平
成
30
年
３
月
31
日

を
も
っ
て
、
施
設
を

廃
止
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。

　

あ
わ
せ
て
、
入
寮

の
申
し
込
み
も
12
月

末
で
終
了
し
ま
し
た

の
で
、
お
知
ら
せ
し

ま
す
。
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■お問合わせ先　  鹿児島県立大島病院　小児科外来☎ 0997 － 52 － 3611
　　　　　　　　　保健福祉課　保健予防係☎ 0997 － 72 － 1122

■お問合わせ先　  農林課　農政係☎ 0997 － 72 － 1174

■お問合わせ先　　〒 894 ‐ 1592　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地
　　　　　　　　　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111（内線 117）

■お問合わせ・申込先　〒 894 ‐ 1507　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋瀬久井西 10-11
　　　　　　　　　　　瀬戸内町大島紬協同組合☎ 0997 － 72 － 3675

こ
ど
も
健
康
相
談

会
in
瀬
戸
内
が
開

催
さ
れ
ま
す

平
成
30
年
度
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業（
イ

ノ
シ
シ
侵
入
防
止
柵
）
の
申
し
込
み
を
開

始
し
ま
す

瀬
戸
内
町
職
員
を
募
集
し
ま
す

（
選
考
採
用
）
筆
記
試
験
免
除

瀬
戸
内
町
大
島
紬
技

能
者
養
成
所
織
工
を

募
集
し
ま
す

　

申
込
不
要
で
す
。

多
く
の
方
の
ご
参
加

を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

■
日
時　

平
成
30
年

２
月
11
日
（
日
）

▽
子
ど
も
医
療
講
演

会
「
食
物
ア
レ
ル

ギ
ー
」

午
前
10
時
か
ら
午
前

11
時

講
師
：
国
立
病
院
機

構
三
重
病
院
小
児
科

今
給
黎
亮
医
師

▽
健
康
な
ん
で
も
相

談
会

午
前
11
時
か
ら
正
午

■
場
所　

す
こ
や
か

福
祉
セ
ン
タ
ー

■
主
催　

特
定
非
営

利
活
動
法
人
（
Ｎ
Ｐ

Ｏ
）
こ
ど
も
医
療

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク　

■
事
業
の
目
的

鳥
獣
に
よ
る
農
作
物
へ
の
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
国

の
鳥
獣
被
害
対
策
実
践
事
業
を
活
用
し
農
家
自
ら
が
侵

入
防
止
柵
（
金
網
柵
）
の
「
自
力
施
工
」
を
行
い
、
効

果
的
な
鳥
獣
対
策
に
取
り
組
む
こ
と
を
目
的
と
し
ま

す
。

■
事
業
内
容

自
力
施
行
に
よ
る
侵
入
防
止
柵（
金
網
柵
）の
整
備（
直

営
施
工
方
式
）

■
事
業
の
導
入
条
件

①
町
重
点
振
興
品
目
【
さ
と
う
き
び
・
た
ん
か
ん
・
津

之
輝
・
ア
ボ
カ
ド
・
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
・
カ
ボ
チ
ャ
・

小
ギ
ク
・
肉
用
牛
（
牧
草
）】
を
栽
培
し
て
い
る
こ
と

②
専
業
及
び
兼
業
農
家
で
あ
る
こ
と
（
農
家
台
帳
へ
の

登
録
）

③
農
地
に
つ
い
て
は
自
己
所
有
名
義
、
若
し
く
は
利
用

権
の
設
定
が
確
実
に
さ
れ
て
い
る
こ
と

④
柵
の
設
置
を
自
力
施
工
で
行
え
る
こ
と

⑤
町
税
、
各
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
こ
と

⑥
申
請
時
に
耕
作
が
確
実
に
行
わ
れ
て
い
る
こ
と

■
申
込
方
法

　

右
記
の
条
件
を
満
た
し
た
う
え
で
、
要
望
す
る
圃
場

の
延
長
数
（
ｍ
）
を
実
測
し
、
集
落
嘱
託
員
へ
平
成
30

年
３
月
30
日
（
金
）
ま
で
に
報
告
。
し
て
く
だ
さ
い
。

　
（
１
、２
級
）
建
築
士
及
び
保
健
師

の
資
格
を
有
す
る
人
材
を
募
集
し
て

い
ま
す
。

■
職
種
・
人
員
及
び
受
験
資
格

▽
建
築
（
１
～
２
名
）
昭
和
57
年
４

月
２
日
以
後
生
ま
れ
た
者
で
、（
１
、

２
級
）
建
築
士
の
資
格
を
有
す
る
者

▽
保
健
師
（
１
～
２
名
）
昭
和
47
年

４
月
２
日
以
後
生
ま
れ
た
者
で
、
保

健
師
の
資
格
を
有
す
る
者

■
試
験
日
時

平
成
30
年
２
月
18
日
（
日
）

午
前
９
時
開
始
（
受
付
時
間　

午
前

８
時
～
午
前
８
時
40
分
ま
で
）

■
試
験
場　

役
場
４
階
委
員
会
室

■
試
験
内
容　

面
接
、
作
文

※
筆
記
試
験
免
除

■
受
付
期
限

平
成
30
年
２
月
５
日
（
月
）

■
受
験
申
込

瀬
戸
内
町
役
場
総
務
課
人
事
行
政
係

で
配
布
、
又
は
瀬
戸
内
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま

す
。

　

瀬
戸
内
町
で
は
、

大
島
紬
の
振
興
を
図

る
た
め
、
大
島
紬
技

能
養
成
所
を
設
置

し
、
技
術
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
募
集
人
員

織
工　

若
干
名

■
入
所
資
格

町
内
に
居
住
す
る
満

16
歳
以
上
の
初
心
者

■
養
成
期
間

原
則
と
し
て
１
年
間

と
す
る

■
奨
励
金
の
支
給

養
成
期
間
中
は
、
予

算
の
範
囲
内
で
奨
励

金
を
支
給
す
る

■
歩
合
給
の
支
給

養
成
期
間
中
は
、
織

り
賃
の
８
割
に
相
当

す
る
歩
合
給
を
支
給

す
る
。
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■お問合わせ先　えんとつ町のプペル展 in 奄美実行委員会　山本☎ 080 － 6429 － 7126

■お問合わせ先　  税務課　課税係☎ 0997 － 72 － 1116

観光物産展 IN 尼崎を開催します

え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
展
in
奄
美

が
開
催
さ
れ
ま
す

平
成
29
年
中
（
１
月
～
12
月
）
の
所
得
申
告
が
始
ま
り
ま
す

■日時　①２月 10 日（土）正午～午後７時　②２月 11 日（日）午前 10 時～午後４時 30 分
■場所　阪神尼崎駅中央公園噴水広場前
■お問合わせ先　商工観光課☎ 0997 － 72 － 1115

　

お
笑
い
芸
人
キ
ン
グ
コ
ン
グ
西
野
亮

廣
さ
ん
が
描
い
た
話
題
の
絵
本
「
え
ん

と
つ
町
の
プ
ペ
ル
」
が
光
る
個
展
と

な
っ
て
瀬
戸
内
町
に
や
っ
て
く
る
！

■
西
野
亮
廣
氏
ト
ー
ク
シ
ョ
ー

▽
日
時　

２
月
５
日
（
月
）
午
後
６
時

30
分
開
場
、
午
後
７
時
開
演

▽
場
所　

せ
と
う
ち
海
の
駅
２
階
レ
ス

ト
ラ
ン
（
瀬
戸
内
町
古
仁
屋
大
湊
26
‐

14
）

■
え
ん
と
つ
町
の
プ
ペ
ル
展
in
奄
美

▽
日
時　

２
月
３
日
（
土
）
～
２
月
22

日
（
木
）
午
前
10
時
～
午
後
７
時
（
日

に
よ
っ
て
変
更
の
場
合
が
あ
り
ま
す
）

▽
場
所　

瀬
戸
内
町
古
仁
屋
大
湊
34

（
元
与
倉
病
院
・
元
カ
ラ
オ
ケ
wa
）

　

町
県
民
税
及
び
国
民
健
康
保

険
税
の
申
告
並
び
に
納
税
に
つ

き
ま
し
て
は
、
日
頃
か
ら
皆
様

の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

今
年
も
所
得
申
告
を
し
て
い

た
だ
く
時
期
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
申
告
は
、
あ
な
た
の
町

県
民
税
及
び
国
民
健
康
保
険
税

を
正
し
く
算
出
す
る
基
礎
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
各
種
証
明
書

や
国
民
健
康
保
険
税
の
軽
減
の

資
料
と
な
り
ま
す
。

　

申
告
が
必
要
な
方
は
、
必
ず

期
間
中
に
申
告
を
お
願
い
し
ま

す
。

■
申
告
期
間

　

平
成
30
年
２
月
１
日
～
３
月

15
日
（
閉
庁
日
は
除
く
）

■
受
付
場
所

税
務
課　

課
税
係

■
申
告
の
必
要
な
方

▽
給
与
収
入
の
方　

給
与
収
入

者
で
、
会
社
に
て
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
方

▽
年
金
収
入
の
方

　

収
入
が
公
的
年
金
の
み
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
が
次
に
該

当
す
る
場
合
は
申
告
が
必
要
で

す
。

①
年
金
の
源
泉
徴
収
票
の
扶
養

や
控
除
欄
に
相
違
が
あ
る
場
合

（
配
偶
者
・
扶
養
人
数
・
障
害
・

寡
婦
・
社
会
保
険
料
等
）

②
年
金
額
が
４
０
０
万
円
を
超

え
る
場
合

③
年
金
以
外
に
収
入
が
あ
る
場

合④
所
得
税
が
源
泉
徴
収
さ
れ
て

い
る
方
で
還
付
申
告
を
行
う
場

合
（
確
定
申
告
）

▽
収
入
の
な
い
方

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ

て
い
る
方
で
所
得
の
な
い
方

は
、
申
告
を
さ
れ
な
い
と
国
民

健
康
保
険
税
の
軽
減
措
置
等
が

受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で

必
ず
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
申
告
に
持
参
す
る
も
の

①
前
年
中
の
収
入
が
確
認
で
き

る
も
の
。（
給
与
・
年
金
等
の

源
泉
徴
収
票
）

②
社
会
保
険
料
・
生
命
保
険
等

の
支
払
額
証
明
書
等

③
障
害
者
控
除
を
受
け
る
人
は

障
害
者
手
帳
等

④
印
鑑
（
朱
肉
を
使
用
す
る
も

の
。
シ
ャ
チ
ハ
タ
は
使
え
ま
せ

ん
）

⑤
マ
イ
ナ
ン
バ
ー（
個
人
番
号
）

の
わ
か
る
も
の

■
そ
の
他

　

確
定
申
告
は
、
２
月
16
日
～

３
月
15
日
の
期
間
中
に
受
付
け

て
い
ま
す
。

　

申
告
の
必
要
な
方
は
期
間
内

に
て
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。
期

間
外
の
受
け
付
け
は
で
き
ま
せ

ん
。

　

※
な
お
、
３
月
10
日
（
土
）

と
３
月
11
日
（
日
）
も
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

HP、SNS（ フ ェ イ ス ブ ッ ク、
Instagram、ツイッター、しーま
ブログ）で情報発信中！
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■応募・お問合わせ先　〒８９４ ‐ １５９２　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地
　　　　　　　　　　　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111（内線 117）

平
成
30
年
度
瀬
戸
内
町
臨
時
職
員
と
平
成
30
年
度
役
場
庁
舎
宿

直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
業
務
委
託
を
募
集
し
ま
す

■
応
募
資
格

①
平
成
30
年
４
月
１
日
時
点
で
満
年
齢

18
歳
以
上
の
者
（
原
則
）

②
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
し
て
い
る
者

③
町
税
及
び
使
用
料
に
滞
納
が
な
い
者

（
同
一
世
帯
含
む
）

■
応
募
期
間

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
か
ら
平
成

30
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で
（
土
日
、

祭
日
は
除
く
）
※
郵
送
可
２
月
15
日

（
木
）
当
日
消
印
有
効

■
申
込
手
続

▽
臨
時
職
員　

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴

書
と
作
文
（
新
規
申
込
の
場
合
の
み
）

を
総
務
課
人
事
行
政
係
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
業

務
委
託　

所
定
の
申
込
書
兼
履
歴
書
を

総
務
課
人
事
行
政
係
へ
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

※
申
込
書
兼
履
歴
書
と
作
文
用
紙
の
様

式
は
、
役
場
総
務
課
で
配
布
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
瀬
戸
内
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
採
用
方
法

※
採
用
者
に
は
別
途
通
知
し
ま
す
。

▽
臨
時
職
員　

書
類
選
考
及
び
作
文
（
新

規
申
込
者
の
み
）
で
実
施

作
文
課
題
「
や
っ
て
み
た
い
仕
事
」

▽
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃
業
務

委
託
　
書
類
選
考
で
実
施

■
雇
用
期
間

（
年
間
契
約
）
平
成
30
年
４
月
１
日
～
平

成
31
年
３
月
31
日
ま
で

■
職
種

▽
臨
時
職
員　

事
務
員
・
技
術
補
助
員
・

建
築
士
・
保
育
士
・(

管
理)

栄
養
士
・

調
理
員
・
医
療
事
務
員
・
看
護
師
・
看
護

助
手
・
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
・
保
健
師
・

船
員
・
幼
稚
園
教
諭
・
幼
稚
園
預
か
り
保

育
（
幼
稚
園
教
諭
又
は
保
育
士
）・
学
校

用
務
員
・
特
別
支
援
教
育
支
援
員
・
図
書

司
書
消
防
署
補
助
員
・
用
地
調
査
員
・
運

転
手
・
営
農
支
援
員
・
道
路
整
備
員
・
衛

生
セ
ン
タ
ー
作
業
員
・
清
水
公
園
管
理
作

業
員
・
火
葬
場
管
理
人
等

▽
役
場
庁
舎
宿
直
業
務
等
委
託
及
び
清
掃

業
務
委
託　

庁
舎
宿
直
・
庁
舎
警
備
・
学

校
施
設
夜
間
宿
直
・
庁
舎
等
清
掃

■
応
募
資
格

①
瀬
戸
内
町
に
住
所
を
有
す
る
個
人

ま
た
は
、
団
体

②
町
税
等
に
滞
納
が
な
い
者
（
同
一

世
帯
を
含
む
）

■
業
務
委
託
期
間

平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

平
成
31
年
３
月
31
日
ま
で（
１
年
間
）

■
業
務
内
容

　

瀬
戸
内
町
公
園
等
施
設
の
清
掃
に

関
す
る
業
務

※
委
託
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
各
施

設
の
主
管
課
へ
お
問
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
業
務
時
間　

１
日
１
時
間
（
年

３
６
５
日
）

■
単
価　

１
時
間
７
４
０
円

■
年
間
委
託
料　

27
万
１
０
０
円

■
主
管
課
と
施
設
名

▽
商
工
観
光
課

①
大
湊
公
衆
ト
イ
レ
（
大
湊
）

▽
水
産
振
興
課

①
松
江
公
園
ト
イ
レ
（
松
江
）　

②
古
仁
屋
漁
港
公
園
ト
イ
レ（
大
湊
）

③
二
本
松
公
園
ト
イ
レ
（
須
手
）

▽
建
設
課

①
春
日
公
園
（
春
日
）

②
船
津
公
園
（
船
津
）

③
瀬
久
井
東
公
園
（
瀬
久
井
東
）

■
応
募
期
間

平
成
30
年
２
月
１
日
（
木
）
か
ら

平
成
30
年
２
月
15
日
（
木
）
ま
で

■
応
募
方
法

①
所
定
の
募
集
申
込
書
を
持
参
、
ま

た
は
郵
送
（
２
月
15
日
（
木
）
消
印

有
効
）

②
必
要
書
類　

個
人
ま
た
は
代
表
者

の
住
民
票
、
納
税
証
明
書
を
各
１
通

※
募
集
申
込
書
及
び
業
務
等
委
託
仕

様
書
は
、
次
の
各
担
当
課
で
お
求
め

く
だ
さ
い
。

▽
庁
舎
２
階
　
商
工
観
光
課
観
光
係

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
５

▽
庁
舎
３
階
　
水
産
振
興
課
（
水
産

振
興
・
港
湾
漁
港
係
）

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
１
４

▽
庁
舎
３
階
　
建
設
課
住
宅
係

☎
０
９
９
７
（
７
２
）
１
１
９
７

■
応
募
先　

総
務
課
人
事
行
政
係

瀬
戸
内
町
清
掃
業
務
等
委
託
を
募
集
し
ま
す

■応募・お問合わせ先　〒８９４ ‐ １５９２　鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋船津 23 番地
　　　　　　　　　　　総務課　人事行政係☎ 0997 － 72 － 1111（内線 117）
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第４回（１２月）定例会では、補正予算議案９件、条例改正議案５件、契約議案６件、その
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交わしました。一部を要約して，紹介いたします。 
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柳谷 昌臣議員 

立地協定したリサイクル関連施設 
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崖崩れの状況（安脚場戦跡） 
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雨の中の見守り活動 
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商工会との意見交換（総務経済常任委員） 
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町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
よ
き
新
年
を
迎
え
ら
れ

た
こ
と
と
思
い
ま
す
。
今
年
も

昨
年
同
様
、「
瀬
戸
内
っ
子
」

の
健
や
か
な
成
長
の
た
め
に
皆

様
の
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
れ

ば
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
年
が
明
け
、
１
か
月

が
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
は
、
新
年
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
い
ろ
い
ろ
な
目

標
を
立
て
た
こ
と
と
思
い
ま

す
。
１
か
月
経
っ
た
今
は
ど
う

で
し
ょ
う
か
。

　

自
分
で
立
て
た
目
標
を
そ
の

時
だ
け
の
言
葉
で
終
わ
ら
な
い

よ
う
に
、
忘
れ
な
い
よ
う
に
、

ど
こ
か
に
掲
示
し
て
時
々
そ
の

目
標
を
思
い
出
し
て
ほ
し
い
も

の
で
す
。
そ
の
目
標
を
達
成
さ

せ
て
い
く
と
い
う
気
持
ち
を
持

続
さ
せ
て
こ
そ
目
標
を
立
て
た

意
味
が
あ
り
ま
す
。

　

私
た
ち
大
人
も
、
目
標
を
達

成
し
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い

る
姿
を
積
極
的
に
見
て
あ
げ

て
、
褒
め
て
あ
げ
る
こ
と
も
大

事
な
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。

　

子
ど
も
が
描
い
た
絵
を
見

た
と
き
、
ど
の
よ
う
に
そ
の

子
ど
も
に
声
掛
け
を
し
た
ら

い
い
で
し
ょ
う
か
。「
う
ま

く
描
け
た
ね
」
と
か
「
上
手

だ
ね
」
と
言
え
ば
、
子
ど
も

は
ニ
コ
ッ
と
微
笑
む
こ
と
で

し
ょ
う
。で
も
、出
来
上
が
っ

た
作
品
だ
け
を
褒
め
る
よ
り

も
、
そ
の
子
が
そ
の
絵
を
ど

の
よ
う
に
し
て
描
い
た
の
か

を
褒
め
て
あ
げ
る
と
、
も
っ

と
子
ど
も
は
喜
び
ま
す
。

　

例
え
ば
、「
何
度
も
下
書

き
を
描
き
直
し
て
、
い
い
絵

に
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
い
た

ね
。」
と
か
「
色
を
付
け
る

時
は
、
筆
の
太
さ
を
上
手
に

選
ん
で
描
い
て
い
た
ね
。」

と
い
う
よ
う
に
、
子
ど
も
が

絵
を
描
い
て
い
る
姿
を
見
て

お
い
て
、
絵
が
出
来
上
が
る

ま
で
の
「
過
程
」
を
褒
め
て

あ
げ
る
こ
と
で
す
。

　

子
ど
も
は
、
自
分
が
頑

張
っ
た
こ
と
や
苦
労
し
た
こ

と
を
褒
め
ら
れ
る
の
が
一
番

う
れ
し
い
も
の
で
す
。
絵
を

課程を大事に

目標と達成

「結い」 の教育
瀬戸内町教育委員会だより

２月

瀬戸内町教育委員会　教育長　上田 敏也

描
く
こ
と
に
し
て
も
、
勉
強

を
す
る
に
し
て
も
、
運
動
を

す
る
に
し
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
る
と
思
い
ま
す
。

　

過
程
を
褒
め
ら
れ
る
こ
と

や
努
力
し
た
こ
と
を
褒
め
ら

れ
る
と
、
結
果
と
し
て
失
敗

し
た
と
し
て
も
そ
の
子
を
認

め
て
あ
げ
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
結
果
も
大
事
だ
け
ど
結

果
に
至
る
過
程
が
大
事
だ
と

感
じ
た
子
ど
も
は
、
自
分
の

や
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
こ

と
も
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ

と
で
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
テ
ス
ト
の
点
数
が

良
か
っ
た
時
に
、「
テ
ス
ト

の
前
に
勉
強
を
頑
張
っ
た
か

ら
良
い
点
が
取
れ
た
ん
だ

ね
。」
と
努
力
を
褒
め
る
よ

う
に
し
て
い
る
と
、
悪
い
点

数
を
取
っ
た
時
に
、「
自
分

に
能
力
が
な
い
か
ら
悪
か
っ

た
ん
だ
」、と
は
考
え
ず
、「
努

力
を
し
な
か
っ
た
か
ら
悪

か
っ
た
」
と
考
え
る
よ
う
に

な
る
よ
う
で
す
。

　

子
ど
も
の
行
い
を
し
っ
か

り
と
見
て
い
な
い
と
、
う
わ
べ

だ
け
の
褒
め
言
葉
に
な
っ
て
し

ま
い
ま
す
。
日
頃
か
ら
、
そ
の

子
の
よ
い
行
い
を
よ
く
見
て
、

子
ど
も
の
心
に
届
く
褒
め
言
葉

を
与
え
続
け
て
い
く
と
「
頑
張

り
屋
さ
ん
」
に
な
っ
て
い
く
は

ず
で
す
。

（
参
考
文
献
「
学
力
の
経
済
学
」

中
室
牧
子
２
０
１
５
年
）
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柳　茂樹さん

阿木名

　
「
先
生
が
吟
じ
た
も
の
を
録
音

し
た
テ
ー
プ
を
何
回
も
聞
い
て
覚

え
ま
す
」

　

漢
詩
や
和
歌
な
ど
を
独
特
の
節

回
し
で
吟
じ
る
（
歌
う
）
詩
吟
。

　

そ
の
詩
吟
を
長
年
に
わ
た
っ
て

続
け
て
こ
ら
れ
た
柳
さ
ん
が
、
平

成
29
年
７
月
１
日
に
詩
吟
の
最
上

段
位
で
あ
る
十
段
に
昇
格
し
、「
柳

樹じ
ゅ

学が
く

」
と
い
う
雅
号
で
活
動
を
続

け
て
い
ま
す
。「
詩
吟
は
お
な
か

か
ら
声
を
出
す
か
ら
健
康
に
も
い

い
ん
で
す
よ
」

　

柳
さ
ん
が
詩
吟
と
初
め
て
出

合
っ
た
の
は
、
11
歳
の
頃
。

「
諸
数
で
毎
週
土
曜
日
に
詩
吟
と

島
唄
を
教
え
て
い
た
、
福
島
幸こ
う

義ぎ

さ
ん
に
習
っ
て
い
ま
し
た
」

　

そ
れ
か
ら
、
し
ば
ら
く
の
間
、

詩
吟
や
島
唄
を
歌
う
こ
と
か
ら
離

れ
て
い
ま
し
た
。　

　

昭
和
20
年
、
戦
争
時
の
爆
発
物

に
よ
り
、
目
と
腕
を
失
っ
た
後
、

視
力
が
一
時
回
復
し
た
も
の
の
、

昭
和
50
年
頃
に
緑
内
障
の
影
響
か

ら
、
視
力
を
再
び
失
い
ま
し
た
。

　
「
私
に
で
き
る
こ
と
は
養
鶏
業

し
か
な
い
と
養
鶏
業
を
ず
っ
と
続

住
人
瀬
戸
い
ろ

大好きな歌で、人生を楽しく。

昭和 10年 11月 16 日生まれ

け
て
い
ま
し
た
。
名
瀬
で
詩
吟
を

教
え
て
い
る
先
生
が
い
る
か
ら
来

て
み
な
い
か
、
と
声
は
か
か
っ
て

い
た
ん
で
す
が
、
養
鶏
の
準
備
が

夜
遅
く
ま
で
か
か
る
な
ど
忙
し

く
、
な
か
な
か
詩
吟
や
島
唄
な
ど

の
趣
味
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
」

　

し
か
し
、
平
成
２
年
の
台
風
の

影
響
で
鶏
舎
が
被
害
を
受
け
た
こ

と
が
き
っ
か
け
と
な
り
、
徐
々
に

養
鶏
の
規
模
を
縮
小
。

「
還
暦
を
迎
え
た
平
成
７
年
か
ら

も
う
一
度
、
趣
味
の
詩
吟
と
島
唄

を
始
め
て
み
よ
う
と
思
っ
た
ん
で

す
。
養
鶏
は
80
歳
の
時
に
全
部
止

め
て
、
月
に
１
～
２
回
詩
吟
の
練

習
と
野
菜
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
」

　

柳
さ
ん
の
家
に
は
、
詩
吟
の
大

会
や
島
唄
の
大
会
で
表
彰
さ
れ
た

賞
状
が
部
屋
一
面
に
飾
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

詩
吟
と
島
唄
の
こ
と
を
う
れ
し

そ
う
に
語
る
柳
さ
ん
。

　

今
は
大
好
き
な
詩
吟
と
島
唄
の

趣
味
を
続
け
な
が
ら
、
人
生
を
謳

歌
し
て
い
ま
す
。
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民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
花
立
弘

子
さ
ん
が
、
長
年
に
わ
た
っ
て
地
域

福
祉
の
向
上
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
を

評
さ
れ
、
全
国
民
生
委
員
児
童
委
員

連
合
会
（
得
能
金
市
会
長
）
よ
り
表

彰
状
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
表
彰
は
、
民
生
員
制
度
１
０
０

周
年
記
念
に
ち
な
ん
だ
も
の
で
、
全

国
で
50
名
、
鹿
児
島
県
内
で
は
２
名

が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

　

表
彰
を
受
け
た
花
立
さ
ん
は
、「
み

ん
な
の
力
を
頂
い
て
、
今
日
ま
で
続

け
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
み
な
さ

ん
に
感
謝
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
は
、
老
人
介
護
施
設
せ

と
う
ち
（
福
山
正
徳
常
務
理
事
施
設

長
）
と
「
災
害
時
に
お
け
る
福
祉
避

難
所
と
し
て
の
利
用
に
関
す
る
協

定
」
を
締
結
し
ま
し
た
。

　

福
祉
避
難
所
と
は
、
福
祉
施
設
や

医
療
機
関
に
入
所
・
入
院
は
し
て
い

な
い
も
の
の
、
一
般
の
避
難
所
で
は

特
別
な
配
慮
を
必
要
と
す
る
人
を
対

象
に
し
た
避
難
所
の
こ
と
で
、
今
回

で
４
カ
所
目
の
締
結
と
な
り
ま
す
。

　

福
山
常
務
理
事
施
設
長
は
「
地
域

と
の
連
携
を
強
化
し
、
避
難
所
の
役

割
を
果
た
し
た
い
」と
話
し
ま
し
た
。

花立 さ ん が 民 生 委 員・
児 童 委 員 表 彰 に

11 月20日（月）おめでとうございます！

12 月 1 日（金）災害時のために

　

蘇
刈
集
落
の
坂
元
恵
津
子
さ
ん

と
芝
集
落
の
藤
原
澄
子
さ
ん
が
灯

台
の
灯
火
監
視
業
務
に
多
年
に
わ

た
っ
て
貢
献
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、

第
十
管
区
海
上
保
安
本
部
（
星
澄

男
本
部
長
）
よ
り
感
謝
状
が
授
与

さ
れ
ま
し
た
。

　

奄
美
海
上
保
安
部
の
安
尾
部
長

は
「
台
風
後
の
点
検
な
ど
迅
速
に

行
う
こ
と
が
で
き
助
か
っ
て
い

る
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
藤
原
さ
ん
は
、「
表

彰
を
い
た
だ
き
、
光
栄
で
す
」
と

話
し
ま
し
た
。

灯台 の 灯 火 監 視 表 彰
が 行 わ れ ま し た

11 月10日（金）安全な航行に協力

　

瀬
戸
内
町
観
光
大
使
の
永
井
龍
雲

さ
ん
が
活
動
40
周
年
記
念
の
企
画
に

て
、
久
慈
集
落
で
の
ラ
イ
ブ
と
記
念

植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

久
慈
集
落
は
、
永
井
さ
ん
の
母
の

出
身
地
で
あ
り
、
永
井
さ
ん
が
作
詞

作
曲
し
た
曲
の
「
ル
リ
カ
ケ
ス
」
で

歌
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
、
久
慈
の
介
護
施
設
を

訪
問
し
、
公
民
館
に
て
演
奏
を
行
っ

た
後
、
記
念
植
樹
を
行
い
ま
し
た
。

　

永
井
さ
ん
は
「
変
わ
ら
ぬ
久
慈
の

お
迎
え
に
感
謝
。
歌
で
全
国
に
広
め

て
い
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

永井龍雲さんが久慈集落で活
動40 周 年 記 念 企 画 を 開 催老健 せ と う ち と 福 祉 避 難

所 に 関 す る 調 定 を 締 結

11 月23日（木）古里を訪れる
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地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
泰
山
祐

一
さ
ん
が
企
画
し
た
、
地
ビ
ー
ル

「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」
が

２
０
１
７
か
ご
し
ま
の
新
特
産
品
コ

ン
ク
ー
ル
に
て
「
県
観
光
連
盟
会
長

賞
」を
受
賞
し
ま
し
た
。同
コ
ン
ク
ー

ル
は
、
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

商
品
づ
く
り
促
進
と
商
品
開
発
意
欲

の
高
揚
な
ど
を
目
的
に
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

　
「
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
Ｇ
Ａ
Ｒ
Ｄ
Ｅ
Ｎ
」

は
、
昨
年
の
８
月
か
ら
黒
糖
、
た
ん

か
ん
、
パ
ッ
シ
ョ
ン
の
３
種
類
が
販

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

加
計
呂
麻
島
出
身
の
唄
者
、

朝
崎
郁
恵
さ
ん
の
恩
返
し
公
演

が
諸
鈍
の
加
計
呂
麻
島
展
示
・

体
験
交
流
館
で
開
催
さ
れ
、
島

内
外
か
ら
約
１
７
０
人
が
訪
れ

ま
し
た
。

　

三
味
線
、ギ
タ
ー
、ジ
ャ
ン
ベ

の
演
奏
に
合
わ
せ
て
、「
朝
顔

節
」、「
朝
花
節
」、「
く
る
だ
ん
ど

節
」な
ど
の
ほ
か
、来
場
者
リ
ク

エ
ス
ト
曲
の
「
よ
い
す
ら
節
」、

「
あ
は
が
り
」な
ど
島
唄
を
中
心

に
十
数
曲
を
披
露
し
、
来
場
者

を
魅
了
し
て
い
ま
し
た
。

泰山 さ ん が 新 特 産 品 コ
ン ク ー ル 受 賞 報 告 に

朝崎 郁 恵 さ ん の 恩 返 し 公
演 が 開 催 さ れ ま し た

12 月 11 日（月）おめでとうございます！

12 月 2 日（土）島唄が響く

　

こ
ど
も
世
界
自
然
遺
産
博
士
号
講

座
が
請
島
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
請
島
の
最
高
峰
で
あ
る

大
山
の
ミ
ヨ
チ
ョ
ン
岳
登
山
を
行
い

ま
し
た
。（
登
山
に
は
許
可
が
必
要
）

　

東
京
大
学
医
科
学
研
究
所
奄
美
病

害
動
物
研
究
施
設
特
任
研
究
員
の
服

部
正
策
さ
ん
に
道
中
の
様
々
な
植
物

や
生
物
を
説
明
し
て
い
た
だ
き
な
が

ら
、
請
島
周
辺
を
展
望
で
き
る
絶
景

の
山
頂
へ
向
か
い
ま
し
た
。

　

こ
ど
も
た
ち
は
、
珍
し
い
植
物
や

美
し
い
景
色
を
見
な
が
ら
、
請
島
の

自
然
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

瀬
戸
内
町
商
工
会
主
催
の
「
商
工

ま
つ
り
」
が
古
仁
屋
中
央
通
り
で
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
催
中
は
、
古
仁
屋
中
央
通
り
が

歩
行
者
天
国
と
な
り
、
古
仁
屋
中
吹

奏
楽
部
に
よ
る
演
奏
や
ダ
ン
ス
な
ど

の
舞
台
発
表
や
じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、

赤
ち
ゃ
ん
ハ
イ
ハ
イ
・
よ
ち
よ
ち

レ
ー
ス
、
長
縄
跳
び
大
会
、
マ
グ
ロ

の
解
体
シ
ョ
ー
な
ど
多
く
の
催
し
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

商
工
会
女
性
部
な
ど
に
よ
る
軽
食

も
販
売
さ
れ
、
来
場
者
は
笑
顔
で
イ

ベ
ン
ト
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

こど も 世 界 自 然 遺 産 博 士 号
講 座 が 開 催 さ れ ま し た

恒例 の 商 工 ま つ り が
開 催 さ れ ま し た

12 月10日（日）絶景を目指して

12 月10日（日）まちがにぎやかに
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平成２９年度１月号

古仁屋高校の服務規律に関するスローガン 「意識して未来へつなげよう」

中学生に学校紹介
月 日にクラスマッチが行われました。競技は，男子がソ

フトボール，女子がバレーボールでした。予選から白熱した戦

いが繰り広げられました。決勝戦は，男子が３年２組対２年２

組，女子が１年対３年２組で行われ，優勝は，男子が３年２組，

女子が１年でした。クラスや学年の垣根を越えた声援が飛び

交い，大変盛り上がりました。

自主自立 敬愛和協 明朗端正 勤勉誠実

月 日に，生徒会役員が古仁屋中学校で学校紹介を行いま

した。古仁屋高校の良さを知ってもらおうと，生徒会が自ら企

画しました。学校行事と部活動の二つを柱に話をし，特に自分

たちが経験した修学旅行や大島紬着付体験などについて詳し

く説明しました。中学生は一生懸命聞いてくれました。

表彰
第 回トンボロ芸術村コンテスト 奨励賞 高 宙夢

第 回南九州市かわなべ青の俳句大会 入選 川内 咲弥

第 回鹿児島県吹奏楽ソロコンテスト 銀賞 勇 アキラ

銀賞 祝 潤莉

第 回鹿児島県高等学校書道展 高文連賞 大橋 円香

１月 日（土）第３回実用英語技能検定（１次）

１月 日（日）全商情報処理検定

１月 日（木）～ 日（火）卒業考査（３年）

１月 日（土）進研模試（１・２年）

１月 日（日）全商簿記実務検定

２月２日（金）加計呂麻遠行

クラスマッチ

鹿 児 島 県 立 古 仁 屋 高 等 学 校

〒

鹿児島県大島郡瀬戸内町古仁屋 番地

古
高
だ
よ
り
に
よ
せ
て

古
仁
屋
高
等
学
校
古
高
会
会
長

古
仁
屋
高
千
穂
神
社
宮
司

昇

清
隆

在
校
生
の
皆
様
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
諸
先
生
方
、
平
成
三
十
年
の
幕
開
け
と
伴

に
今
年
度
の
決
意
も
新
た
に
お
正
月
気
分
を
堪
能
さ
れ
た
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

平
成
二
十
九
年
度
一
月
号
と
言
う
こ
と
で
す
の
で
お
く
れ
ば
せ
な
が
ら
、
あ
ら
た

め
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新
聞
報
道
等
で
ご
承
知
の
事
で
す
が
、

平
成
も
来
年
度
で
終
わ
り
を
告
げ
ま
す
。
つ
ま
り
天
皇
陛
下
が
代
わ
る
と
言
う
事
で

す
。
月
並
み
な
言
葉
で
す
が
、
明
治
は
遠
く
に
な
り
に
け
り
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、

さ
し
ず
め
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
で
す
。

生
徒
諸
君
は
平
成
生
ま
れ
で
す
が
、
小
生
如
き
は
昭
和
生
ま
れ
で
す
の
で
な
お
さ

ら
で
す
。

何
故
私
が
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
申
し
上
げ
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
皆
さ
ん
は
古
仁

屋
高
等
学
校
在
籍
中
に
歴
史
的
節
目
、
新
天
皇
陛
下
の
誕
生
の
諸
行
事
を
テ
レ
ビ
等

で
目
の
当
た
り
に
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
宮
中
行
事
に
つ
い
て
は
割
愛
し
ま

す
が
、
歴
史
的
節
目
を
迎
え
る
に
あ
た
り
、「
歴
史
と
は
何
ぞ
や
」
此
の
こ
と
に
つ
い

て
考
え
る
良
い
機
会
だ
と
思
い
ま
す
。

歴
史
と
は
、
そ
の
時
そ
の
時
に
生
き
た
人
間
の
生
き
ざ
ま
そ
の
も
の
で
す
。
歴
史

の
積
み
重
ね
の
中
で
必
然
的
に
生
ま
れ
て
き
た
の
が
、
民
主
主
義
で
す
。
そ
の
根
源

が
多
数
決
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
多
数
決
も
必
ず
や
正
し
い
と
は
言
え
ま
せ

ん
。
一
つ
例
を
挙
げ
ま
す
と
、
ヒ
ッ
ト
ラ
ー
が
い
い
例
で
す
。

彼
は
そ
の
時
代
、
民
主
主
義
所
謂
圧
倒
的
多
数
決
で
国
家
総
統
に
選
ば
れ
ま
し

た
。
結
果
は
皆
さ
ん
の
ご
存
知
の
通
り
で
す
。
歴
史
は
人
間
が
生
き
る
上
で
一
番
大

事
な
こ
と
で
す
。
多
数
に
飲
み
込
ま
れ
る
事
無
く
自
分
の
意
思
を
し
っ
か
り
と
持

ち
、
生
き
抜
く
こ
と
で
す
。

ぶ
れ
る
事
無
く
固
い
決
心
の
も
と
、
高
校
生
活
を
送
っ
て
下
さ
い
。
今
年
の
大
河

ド
ラ
マ
は
西
郷
ど
ん
で
す
。
こ
こ
で
例
に
な
ら
っ
て
漢
詩
を
一
句

偶
感 

 
 
 
 
 
 
 
 

西
郷
南
洲 

幾
た
び
か
辛
酸
を
経
て
、
志
始
め
て
堅
し 

 

丈
夫
は
玉
砕
す
る
も
、
甎せ

ん

全ぜ
ん

を
愧は

ず 

我
が
家
の
遺
法

い
ほ
う

、
人
知
る
や
否
や 

 

児
孫
の
為
に
美
田
を
買
わ
ず 



水のトラブルすぐに解決！
瀬　戸　内　町　指　定　水　道　工　事　店

◆給・排水設備施工、維持管理 ◆浄化槽工事 ( 水洗トイレ )

◆排水管内視鏡カメラ調査、高圧洗浄  ◆貯水槽清掃

◆引っ越し清掃 ◆ハウスクリーニング ◆エアコン洗浄

㈲　瀬　戸　内　ビ　ル　シ　ス　テ　ム
瀬久井  ０９０－２５１５－５９２８

私たちが提供する

大切な方の事を考える大切な時間

経済的ご負担が軽くてすむ

「家族葬」を提案いたします。

家族葬
●管理費（年間）

15,000 円～ 35,000 円

●いつでもお参りが

できます。

場所：瀬久井

共同納骨堂

24時間受付・ご相談下さい。 早川福祉葬祭 72－ 4000・4444

自然環境の悪い今日
高い所のお墓やお墓参りの
困難な方々のために
ご先祖様のお骨の管理を
当社がお引受け致します。

事務所　☎　72-3973　　　☎　72-3714　　　☎　72-0754

快　適　な　衛　生　環　境　を　サ　ポ　ー　ト
・し尿汲み取り・浄化槽清掃管理

・トイレ・風呂・台所・洗面のツマリ等

( 有 ) 瀬 戸 内 清 掃
　　　　　　代表取締役　牧　　学

家庭ゴミ・事業所ゴミ・各粗大ゴミ

収　集　運　搬
１袋からタンス・ベッドその他まで

お 気 軽 に お 電 話 下 さ い
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戸
籍
の
窓

　
　
お
誕
生
お
め
で
と
う

　【
名
前
】　
　
　
　【
保
護
者
】　【
住
所
】

　
多
島　

優ゆ
う

翔と　
　

靖
浩　
　
　

古
仁
屋

　

溜　
　

和あ
い

華か　
　

新
次　
　
　

古
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司法書士による法律相談会（無料）のご案内
　　　場所：町営コーラルタウン船津団地　集会所

　　　日時：2月15日（木）午前10時～午後１時

　　　　※本相談会での直接受託は原則行いません。

　　　【お問い合わせ先】主催：瀬戸内町商工会青年部　

　　　☎０９９７－７２－０１４７（担当：梶ヶ山）
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ま ち の 話 題

文化芸能の祭典、鮮やかに｜第41回瀬戸内町文化祭が開催

平成 29 年 11 月 19 日（日）清水運動公園総合体育館で第 41 回瀬戸内町文化祭の舞台発表が開催さ
れました。28 団体が歌や踊りなど日頃の練習の成果を披露しました。また、町の文化継承、発展に
寄与した若林京子さん、國宗弓穂さんが表彰されました。


